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平成 25 年９月 27 日 
復 興 庁 

 
住宅・公共インフラ復興の見える化により加速化を支援 

－「つちおと情報館」等による進捗情報の提供－ 
 
 
復興の加速化に向けては、復旧・復興事業の進捗状況を分かり易く見せ、

見通しを示すとともに情報の共有化を図ることが重要と考え、復興庁ホーム
ページにおいて国、県、市町村等の情報をワンストップで見せる取り組みを
進めて参りました。 
 
１．「つちおと情報館」の運用開始 

本日、復興庁ホームページにおいて、「つちおと情報館」の運用を開始し
ます。これは、住宅・公共インフラに係る復旧・復興の進捗状況をまとめて
提供するものです。これにより、住宅再建や復興まちづくり等の詳細情報が
地区毎にご覧いただけるようになります。 
 
今回の「つちおと情報館」のポイントは次のとおりです。 

① 「事業概要」、定点観測写真を掲載する「復興アルバム」、「工程表」や、
「地図情報」などの関連情報を、事業地区毎に一元的に見られるよう掲載 

② 住宅再建等の事業概要は、各地区のまちづくりのコンセプトや住まいの工
夫などを居住者の目線で出来る限り記載 

③ 準備の整った１４事業、１３１箇所を掲載 
 
２．「まるふくマーク」の共通利用 

復旧・復興の進捗情報の充実に加え、それらの情報まで導く「まるふくマ
ーク」を関係機関等において共通の目印として利用することといたします。
これにより、何処の機関のホームページでも、進捗情報を埋没させず、容易
に見つけられるようになります。 
 

現在、「まるふくマーク」は、被災３県の県・市町村や、東北地方整備局
などの国の関係機関等に協力を依頼しているところです。既に、４７の機関
から賛同をいただいており、引き続き、賛同機関の拡大に努めてまいります。 
 
 

今後とも、復旧・復興の進捗状況を分かり易く見せ、見通しを示すととも
に、情報を共有化する「見える化」により、復興の加速状況を伝え、復興へ
の希望を示して加速化を支援して参ります。 
 
 
 

【連絡先】 

復興庁 インフラ構築班 尾澤、後藤 

電話：０３－５５４５－７４２８ 



１．見える化のワンストップ （ポータルページ）

 復興庁ホームページにおいて復旧・復興の進捗状況に係る国、県、市町村等の情報をワンストップ
で見せる取り組みを実施
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２．見える化のワンストップ （ポータルページ掲載情報）

［医療・福祉・教育の復旧・復興情報］

医療・福祉の復旧・復興状況

学校施設の復旧・復興状況 等

［住宅・公共インフラの復旧・復興情報］

 国による事業計画と工程表・指標

 県・市町村による工程表・指標

 除染に関する情報（５月２８日追加）

 住まいの復興工程表

 最近の着工式・完工式一覧

 復興まちづくり事業カルテ

 復興アルバム（定点観測写真）（５月２８日追加）

 つちおと情報館 （今回追加）

［産業・生業の復旧・復興情報］

被災地の水産業、農林業、商工業・観光業

の情報の復旧・復興情報

復興特区制度の活用状況

被災地域の雇用の状況 等

［地域からの復興情報］

各市町村の復興計画、復興推進計画

現地からの復興だより 等

［まるふくマーク］ （今回、関係機関と共通利用）

「まるふくマーク」とは

「まるふくマーク」の取組にご賛同下さい 等
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３．つちおと情報館の画面

［「つちおと情報館」の画面イメージ（災害公営住宅事業の例）］

つちおと情報館［宮城県］

・事業概要：
田子西土地区画整理組合施行で面積16.3haの地域に整

備した災害公営住宅。
南側は国道４号バイパスに接続する都市計画道路定禅寺

通上田子線に接し、東側は仙台港及び仙台東部道路へ連
絡する都市計画道路（幅員16ｍ～17ｍ）、鶴ヶ谷仙台港線
に接する主要幹線の交差する位置にあり、ＪＲ仙石線「福田
町駅」まで約１㎞の交通利便性の高い地区。
地区の南側を商業用地とし店舗等の誘致を予定、北側街

区に中庭を中心に中層住棟を配置し、屋上に太陽光パネル
を設置するほか、太陽光発電用の蓄電池等を備える「エネ
ルギーセンター」を建設予定。また地区内に障害児親子通
園施設を併設する災害公営住宅事業。

・事業主体：仙台市
・造成予定戸数：176戸
・完工予定：2015年3月
・工程表（住まいの復興工程表）
・事業範囲（地図情報）

田子西地区 （たごにしちく）

復興アルバム（定点観測写真）「田子西地区」

 復興庁ホームページにおいて、住宅・公共インフラに係る復旧・復興の進捗状況をまとめて提供する「つちおと
情報館」の運用を開始する。

 これにより、住宅再建や復興まちづくりの詳細情報が地区毎にご覧いただけるようになる。

□ポイント２：

住宅再建等の事業概要は、
各地区のまちづくりのコン
セプトや住まいの工夫など
を居住者の目線で出来る
限り記載

□ポイント３：
１４事業、１３１箇所を掲載

□ポイント１：

「事業概要」、定点観測写
真を掲載する「復興アルバ
ム」、「工程表」や、「地図
情報」などの関連情報を、
事業地区毎に一元的に見
られるようにまとめた。

クリック⇒ページ番号４へ

クリック⇒ページ番号５へ

クリック⇒ページ番号６へ

［つちおと情報館の３つのポイント］



復興アルバム（定点観測写真）「田子西地区」
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４．つちおと情報館 「復興アルバム（定点観測写真）」

［画面イメージ］

岩手県・宮城県・福島県の被災３県において、災害公営住宅の建設や防災集団移転促進事業等が進められて
いる地区の定点観測写真を掲載



5

５．つちおと情報館 「住まいの復興工程表」

［画面イメージ］

被災者が一日も早く住まいのめどを立てられるように住宅再建・復興まちづくりの加速化に取り組み、住宅・宅
地の整備に関する工程や戸数の年度別目標を明示する「住まいの復興工程表」を作成
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６．つちおと情報館 「事業範囲（地図情報）」

［画面イメージ］

復興まちづくり事業の本格化に合わせ、各事業の調整を図り，被災者の方々が復旧・復興事業の計画を把握で
きるよう、「復興まちづくり事業カルテ」を作成

※現在、宮城県のみ作成



７．つちおと情報館 「事業概要」

 大ケ口地区災害公営住宅事業（岩手県大槌町）の事業概要
「震災により住宅を失った方で、自力では住宅確保できない方に低廉な家賃で入居できる公営住宅を
整備する事業。地元産木材を活用し、美しい山並みや里山の風景になじむ和風建築の木造長屋住
宅。コミュニティへの配慮から、縁側空間、広場及び集会所を設置。」

7

住民交流を促す住まい

お が く ち おおつちちょう
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・ 「まるふくマーク」をクリックしていくことで、目的の「復旧・復興の進捗情報に容易にたどり着くことができる

［復興庁ホームページでの 「まるふくマーク」掲載イメージ］

８． 「まるふくマーク」（進捗情報なら を クリック！）

［賛同機関一覧： ４７機関（平成２５年９月２７日現在）］

国土交通省東北地方整備局、農林水産省東北農政局、独立行政法人都市再生機構、岩手県、宮城県、福島県、
並びに東北３県における一部の市町村

 「復旧・復興の進捗情報」の充実に加え、それらの情報を見つけやすく、所在まで導く「まるふくマーク」を復興
庁ホームページのみならず、関係機関ホームページにおいても共通に利用することとした。

 これにより、何処の機関のホームページでも、進捗情報を埋没させず、容易に見られるようになる。

を クリック！
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